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I
課題の難易度を
上げる
児童の思考
過程を探る
いた時に
rする
課題の難易度
を下げる
資料1［授業変更の理由と対処法］
資料1で大まかな変更理由、対処法を記したが、以下でもう少し詳しく対処法につい
て説明する。
鱗繍鍵|鍵；
児童の能力に合わせて課題の難易度を上げるために、ヒントや解説を与えなかったり
問題数を増やしたりする。またこれらの行為を全員に対して行う場合と個人に対して行
う場合がある。そうすることによって全員を授業に集中するように仕向けるのである。
その他に児童のほうから難易度の高いことを要求してくる場合もある。このような児童
の知識欲を刺激し利用しながら取り組ませると時間を延長しても児童は文句を言ってこ
ない。
畷溌溺灘
児童の能力に合わせて課題の難易度を下げるために、ヒントを与えたり教師主導で進
めたりする。これらの行為も全員に対して行う場合と個人に対して行う場合があるが、
机間指導で個人に対して多く行われる。個人に対して行われる場合はその児童の能力に
合わせた表現方法、解決方法で支援しているのだが、全体に対して行われる場合は、教
師の“こう教えれば大丈夫だろう”という予想を児童が裏切った時で、様々な説明で教
えるのだが焦りを隠すことができずに、逆に児童が混乱することもある。
また、既習内容の復習をして児童が自力で取り組めるようにするために支援すること
106
もある。児童というのは自分で復習することをなかなかしないため、既にやっているか
らという論理が通用しないのである。そのため既習内容でつまずくたびに復習をする必
要があるのだ。
臓鍵溌鶴
ここで言う“教師のミス”とは、授業内容を考える際に計画していたことを忘れてい
たり、計画中に思いつかなかったことを授業中に急に思いつき実行したりすることであ
る。後者は授業の流れから思いつくことが多く流れに支障をきたすことはないが、前者
は思い出した時点で慌てて実行するために、焦って早口で説明したり授業時間を延長し
たりするので児童が十分な理解をできているかは分からない。
鱗 鱸
これは児童の興味・関心ではなく、教師の興味・関心を表している。つまり教師自身
の興味・関心によって、指導要領や指導案から少し外れたことを敢えて行うのである。
何を行うのかと言うと、難易度の高い発展的な課題を与え、その課題に取り組む児童の
行為から、個々の児童の特性・理解度・思考過程を理解するのである
藤蕊溌到
教師は人を使う能力に長けた人物である。授業中に児童の雰囲気が良くないと見るや
我々観察者やその他の教師の名を使い児童の興味を引こうとする。そして十分児童が元
気になったり落ち着いてきたりすると本編に戻るのである。
興味
4回
関
13
教師のミ
5回16
その他
§良い
25％
反応が鈍い
12回37％ 1日の変更点の平均回数
資料2［変更理由の割合と頻度］
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囮反応が良い
圃反応が鈍い
回教師のミス
、興味･関心
口その他
この円グラフから授業を変更する理由は、児童の“反応の鈍さ”からくることが最も
多く、2番目は“反応の良さ”からくるということが分かった。これより授業が変更す
るかどうかの焦点は児童による可能性が高いということが分かる。つまり児童次第で授
業内容は変わるのだ。しかもその中でも、反応の鈍さからの変更が多く平均1．2回で、
統計上ほぼ毎回起こっていることになる。これは、教師の経験やそれまでの児童との関
わりから弾き出した児童の能力と現実とが一致しにくいことを表している。
さらに“反応の鈍さ”に“教師のミス”を合わせると、1日平均1．7回起こる可能性
があるのだ。この“児童の反応が鈍い”と“教師のミス”の2項目は、教師の焦りへと
つながる可能性が高い。そのためベテラン教師でさえ児童とのズレが出てくる、または
教師自身も何かしらのミスを頻繁にしてしまうのだ。このことを踏まえて、児童との間
にズレが生じないように教材研究をすることはもちろん、もしズレが生じたとしても戸
惑わないように、時間配分に余裕を持たせるように授業計画し、さらに能力が違う児童
のあらゆる知的要求に応えられるよう、資料を用意する必要がある。
また“教師のミス”と“興味・関心”をあわせると1日平均0．9回となり、授業を変
更する要因は児童だけではなく、教師にも十分あるということを表わしている。
さらに、授業以外の日常生活も授業の流れに影響を与えているといえる。“その他”に
あるように、そのときそのときの児童の心情を理解し対処する気配りも、授業を変更す
るきっかけになるのだ。
授業を変更する要因は教師も児童も持っている。変更理由はそれぞれだが、合計する
と1回の授業で3．2回もの変更が起こることになる。さらに教師が指導案を作成する段
階で、教師の教材観・児童観と実際の児童の特性・能力を照らし合わせ、既に幾つかの
変更が起こっているのである。1つの授業を作るためには、数多くの試行錯誤が繰り返
されるのである。
§4．授業変更のための準備
§3より、教師が授業内容を変更しようとするとき、教師の頭の中には教材の知識だ
けでなく、児童に対する知識も必要になってくることが分かった。ところが現在の小学
校で主流となっている習熟度別小人数授業では、教師と児童が算数の授業を通してしか
関わることができない場合がある。例えば算数の授業のためだけに来ている非常勤講師
の場合、児童の算数の能力や性格は把握できるかもしれないが、普段のクラスでの様子
や他教科の授業時の様子まで把握するのは難しい｡普段から担任を持っている教師でも、
算数の授業でしか関わることのない、他のクラスの児童の特性まで把握することは難し
い。その結果、“その他”にあるような変更や、指導案を作成する段階での変更がおろそ
かになってしまう。
児童理解が授業を変更する際のキーポイントとなるのであるなら、クラスを解体して
新たなグループを作るより、同一教師が1つのクラスを担当し続けるほうがより良いの
だ。
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資料学習指導略案
◆学習指導略案
第6学年・算数科「変わり方を調べよう（比例)」指導略案
1．目標
・日常生活の中で目的に応じて、伴って変わる二量の関係を調べようとする。
．「関数的に考える」（※1）能力を伸長する。
・比例の関係を表や式（※2)、グラフに表して調べることができる。
・比例の意味や性質（※3)、グラフの特徴を理解する。
※1＝「事象から依存関係にある二量を取り出し、その数量の変化や対応の規則性
に着目して決まりを見つけ、問題を解決していく」考えである。
※2＝学習指導要領ではy=a×xの式は扱わないことになっているが、本実践で
はxやyの文字及び式も指導し、y=a×xを比例の性質に位置づける。
※3＝ア、xがn倍になれば、yもn倍になる
イ、xが1増えると、yはa増える
ウ、y÷x=a(商一定）
エ、y==a×x(a≠0)
オ、グラフが原点を通る直線となる
2．教材について
比例の関係については、この単元で初めて学習するわけではない。低中学年で学習
したかけ算の場面は比例関係を背景としているし、面積や速さも「比例」という言葉
を使わないだけで、その関係にふれてきている｡,(※4）したがって本単元は、今まで
の算数学習で個々に扱ってきたものを、「比例」という観点でまとめ直す、さらに小学
校における関数学習のまとめといった位置づけである。
しかし、「数量関係」の学習は子どもたちにとっては難解であり、苦手意識を持って
いる子も多いと思われる。その理由として、「事象から伴って変わる二つの数量を取り
出さなければならない」さらに、「取り出した二つの数量を同時に見ていかなければな
らない」ということが挙げられる。長さや重さといった量の場合、一つの量に着目し
て、その増減や分配などによる変化を見ていけばよかった。しかし、この場合は、あ
る数量が変化すれば、他の数量が変化するのかどうか、あるいは、ある数量が決まれ
ば､他の数量が決まるのかどうか､というふうに伴って変わる二つの数量を取り出し、
それらを同時に見て、その変化を関連づけていかなければならない。そこに難しさを
感じるのであろう。
※4＝三角形の底辺の長さが等しいとき､高さが2倍になれば､面積も2倍になる。
3．指導について
先に述べた難しさを克服するために、本実践では絵や実物を用いて「伴って変わる
二量」を明確にとらえさせていきたい。また、その中で得たデータで繰り返し考察す
1
ることで、意味や性質の理解を図っていく。
4．指導計画
第一次①伴って変わる二量を取り出すとともに､｢伴って変わる」の意味をとらえる。
＜時間がたつと変わる数量は？＞
･水のかさ
･水の深さ
･水槽の重さ
・ろうそくの長さ
･見ている子どもの人数…
増える数量
???
時間に伴って変わって
いる
↓
減る数量鯵
時間と伴って変わった
鐙 わけではない
｢一方が変化すると、もう一方も必ずそれに伴って変化する」二量を、
｢伴って変わる」二量という。
＜「伴って変わる」二量はあるかな？＞
･回転数と進む距離・音の数と進む距離
｡進んだ距離と残りの距離
＜他にも、「伴って変わる」二量を見つけよう1＞
・直径と円周・同底辺の△の高さと面積･･水のかさと重さなど…◎比例
･誕生日が同じ父の年齢と子の年齢･本の読んだページと残りのページ…○比例ではない
・身長と体重…×伴って変わるわけではない
第二次③変わり方のきまりを見つけることにより、比例の意味や性質をとらえるとと
もに、比例かどうか判定することができる。
＜過去や未来を予測しよう！＞※0分と5分のデータを提示する
鰯
???
愚
→一＞÷
10分1分2分3分4分5分
40淵
10m
42kg
5cm
時間
かさ
深さ
重さ
長さ
??????
?
●●●
11
＜時間とかさの二量で考えてみましょう！＞
5分で40湖だから1分で8湖
･2分なら2倍で16湖→
･表にしたらわかりやすい
。10分は40剛の2倍のはず
簔皇謡十；
＜他の量も表にしてみよう！＞
4t 計院一念蒜-壷豆
変わり方のきまりを見つければ、過去や未来も予測できた。
＜時間とかさの変わり方にはどんなきまりがあるのかな？＞
・1分ごとにかさは8剛ずつ増えていく
i
表を縦や横に見るときまりがわか
る。こんな変わり方を「比例の関係」
と言い、水のかさは時間に「比例」
すると言う。
（他の数量の変わり方を比べましよう！）
鳫闇重藻言．．深さは1分ごとに2cmずつ増えている
・時間が2倍、3倍…になれば、深さも2倍、3倍…になる
．深さの数はいつも時間の数の2倍（深さ÷時間はいつも2）
・式にするとy=2×x
・水の深さは時間に比例すると言える
｢蒔商逗董訂 .重さは1分ごとに8kgずつ増えている
．時間が2倍になっても、重さは2倍にはなっていない
→水だけの重さなら2倍になりそうだけど…水槽の重さが…
･縦に見ても、きまりは見つからない→式は難しいぞ
．比例の関係ではなさそうだけど水だけの重さなら比例しそう
｢蒔闇霊訶 .長さは1分ごとに3cmずつ減っている→比例ではない
､縦にたした数が2ずつ減っているけど…→式は難しいぞ
＜「水の深さ」と「水のかさ｣、「時間」と「水
停諸響茉蓋雪汽｢水の深さ」と「水のかさ」
･表にしてみよう
4b
－
624
･表にしてみよう
しよう？＞
1cmの時、4湖のはずだ
1cm増えれば4湖増える
・1分増えれば8kg増える
。2倍になれば2倍になっている
111
yはいつもxの8倍(y÷xはいつも8)
y=8×x
比例している
,2倍になれば2倍になっている
｡yはいつもxの4倍(y÷xはいつも4)
｡y=4×x
･比例している
第三次②比例の関係をグラフに表して考察できる。
＜比例の関係をグラフに表してみよう1＞
・折れ線グラフみたいな感じかな…？
（剛)「蒔商颪訂 （Ⅷ)匝[????????????
(分）12345（分)1234b(分ノ
＜点と点をつないでもいいのか？＞
・折れ線グラフの時はつないで変化を見やすくした
．例えば1．5分なら12MX(6cm)だから、点と点の間にも意味がある
くグラフの共通点は？＞
※分離量のグラフについては厳密には点グラフになることをおさえるが、一応「比例」
演示①Aの車一1回転で4メモリ進むBの車→1回転で6メモリ進む
･AもBも回転数と進む距離は比例していた
．何回やってもBの勝ち
演示②Aの車を15メモリからスタート（抜かす場面はトンネル内）
．やっぱりBの勝ち
くいつ追いついたのかな？＞
・表で考えよう
45678
｝135394349
1430364248
7と8の間で逆転している
＜グラフで考えられるかな？＞
???????
グラフが重なったところが
追いつくところかな
やはり7と8の間だ
123456789
1V
一
／
／
／
／
〆
／
／
／
／
〆
ﾋﾋ”|する二量の関係を表したグラフは、原点（0の点）を通り右上がりの直線となる。
／
＝
一
一
／
一
／／
／
一
／
／
／
／
ー
ノ
〆
／
〆
演示③（トンネルを外して）確かめよう
・予想通り、8回転目（7。？回転）に追いついて抜かしたよ
グラフが問題解決にも使えたよ。
第四次①事象から比例する二量を取り出し、その関係を利用して問題解決できる。
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